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「筑後川昇開橋」
佐賀の史跡シリーズ 「筑後川昇開橋」は昭和10年に開通した国鉄佐賀線の鉄橋です。全長507ｍ、中央部の可動橋は長さ24ｍ、重量48ｔ。大型船の航行を考え高さ23ｍまで引き上げ可能です。

昭和62年、自動車文化の発展に伴い国鉄佐賀線は廃止、鉄道橋の役目を終えましたが、平成15年には近代産業遺跡として国の重要文化財に指定されました。
いまなお筑後川のシンボルとして、東洋一の規模・現存する最古の可動橋として地元に愛され続けています。
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　車いすテニスは当学園の講師である佐賀大学の松尾清美
先生が飯塚市の総合脊損センター時代に我が国に導入され
た。現在の日本のレベルは高く、リオオリンピックでは上地
結衣選手が見事銅メダルを獲得したが、彼女は二分脊椎で
ある。
　二分脊椎は生下時に脊髄髄膜瘤があり下肢麻痺を呈する。
1970年代の九大病院脳外科小児班は脳腫瘍の手術で忙殺さ
れており、救急対応が必要な脊髄髄膜瘤の閉鎖術は整形外
科が担当していた。1980年に開院した福岡こども病院には
脳外科がなかったので、二分脊椎の閉鎖術はしばらく整形外
科で行っていた。大学では生後２、３日目の手術だったが、
福岡こども病院では出生日の救急手術が可能になり、当日
手術では麻痺レベルが術前評価より１髄節軽くなると分かっ
た。昔の九大病院のリハビリ部スタッフは旧制度の視覚障害
の方々だったので小児の訓練は怖くて任せられなかったが、
福岡こども病院では原寛道先生に依頼して佐賀整肢学園よ
り赴任してもらったOTR日野邦裕先生と共同で１例１例話し
合いながら次のような二分脊椎の早期訓練体系を編み上げ
た。
　脳性麻痺と異なり二分脊椎は①上肢機能は障害がなく、
その発達促進のためにＯＴの早期関与が必要、②水頭症が
コントロールされていれば知的発達は比較的良好、③幼児
の発育に伴う自然な運動発達と、訓練効果による運動機能
改善との鑑別は難しい、④生下時に大腿四頭筋筋力が４以
上なら足変形を治療すれば将来短下肢装具で独歩可能、⑤
移動能力のピークは８歳ごろでそれ以後徐々に低下するので、
幼・小児期に移動訓練を集中して行うことが重要、⑥思春
期以降の社会生活（学校を含む）での移動は第３腰髄レベ
ルでは主に車いす、第４腰髄レベルでは車いすと独歩の併用、
第５腰髄レベルでは独歩が多い。肥満は独歩から車いすにな
る要因。⑦訓練は短期目標を設定し６ヶ月ごとに再評価して
再設定。この時、担当訓練士以外のスタッフも参加して客観
的評価が必要、⑧最終目標は社会生活での自立した移動機
能の獲得、などの特徴がある。
　従って、二分脊椎児の立位訓練開始時期を１歳半から２歳
として、①横隔膜が下降して胸郭が広がり呼吸機能が改善、

②下肢骨の萎縮防止で骨折予防、③視知覚の発達促進、を
目標とする。二分脊椎の小学生の調査で、①足し算引き算
は良い、②掛け算・割り算で遅滞、だった。これは空間認
識障害を示しているので、幼児の視知覚発達を促進させるた
めにビーチボール遊びやブロック組立てなど家庭でも行える
play exercise を選ぶ。
　本年７月に北九州療育センター所長の松尾圭介先生が小
倉で第33回日本二分脊椎研究会を開催され、別府発達医療
センターのＰＴが過去６年間に年３、４回私と協同で行った
二分脊椎診察会について報告した。これは医師、訓練士、
相談員などが集まり１例に２時間かけて指導医の司会の下
に、①診察前カンファレンス；担当医・PTが５分ずつ症例サ
マリーを報告し討議、②共同診察と討議；運動機能などの
確認、家庭や学校での生活状況を保護者に確認、③診察後
カンファレンス；診察のまとめ、短期・長期ゴールセッティン
グの協議、④主治医が家族に今後の治療方針を説明、とい
うプログラムである。今回の発表は、この診察会により①変
形・拘縮に対する整形外科的治療・補装具の適応、②麻痺
レベルに応じた訓練プログラムや立位練習開始時期、③短
期・長期ゴールの設定、④予後予測、⑤評価のポイントやリ
スクチェック、により症例の状態評価がスタッフ間で標準化
され、治療方針と目標がチーム医療として統一されたため、
患者・家族からの信頼が向上した、という内容であった。
　当学園のように二分脊椎治療の長い歴史があり、治療・
訓練体系が確立されている施設は全国では少なく、沖縄の
家族会（ガジュマルの会）の夏の例会で5年前から診察相談
会を併催している。講堂で医師や訓練士を含めた参加者全
員の前でプレゼンしながら行うスタイルでプライバシーはな
いが、会場とも質疑応答しながらゆったりと平易に情報伝達
が行えて一体感が強い。先月から松橋の熊本県こども総合
療育センターでも別府と同じ様式で開始した。
　二分脊椎の幼児の訓練は家族の負担が大きいが、「こども
がこまかうちに気張りんしゃい！」と親や祖父母を激励しな
がら、家族と医療側のチームワークを根気よく組み上げてい
く過程が大切である。

二分脊椎と訓練

藤 井　敏  男

こども発達医療センター
整形外科顧問
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REPORT
民間社会福祉施設等職員海外研修・調査（ヨーロッパ班）の報告

かんざき清流苑 総務課課長　谷口　貴志

サジク総合社会福祉館訪問
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　この度、公益財団法人社会福祉振興・試験センターが主
催する海外研修・調査に参加させていただきました。福祉
先進国である北欧（デンマーク、スウェーデン）での13
日間の研修で、12カ所の福祉施設を訪問し、各施設の特色・
最新の介護補助器具・認知症ケア・行政の取り組み等を学
ぶことができました。
　日本ではこれまで、「個別ケア」「ユニットケア」「タク
ティールケア」など北欧の福祉モデルを参考にして高齢者
福祉に取り組んできた側面があります。しかし福祉先進国
である北欧も、1960年代のノーマライゼーションの理念
から今日まで様々な課題や失敗に直面しながら、30年程
かけて社会全体で成長し、福祉国家を形成するに至ってい
ます。日本においても、今から20年前は介護保険制度導
入前の措置制度でしたが、2000年の介護保険制度施行後
は目まぐるしく変化を伴いながらも一歩一歩前進している
と感じています。超高齢化社会・介護人材不足のなかで、
介護予防・認知症ケア・地域包括ケア・看取り介護等、直

　平成25年から交流協定を締結してい
る韓国 山広域市のサジク総合社会福祉館に、11月29日
に10名の職員で訪問しました。
　サジク総合社会福祉館は、在宅の障害者や高齢者、低所
得者などを対象とした福祉機関であり、特徴的なサービス
として、情報処理プログラムや多国籍の方に対する言語訓
練プログラムが挙げられます。中国、フィリピン、ベトナ
ムなど様々な出身地の職員が、訓練や相談事業に取り組ま
れていました。一方、利用者の方も多国籍のため、韓国語
の訓練も行われており、国際化社会における福祉ニーズの
多様化を実感しました。また、低所得家庭に対する支援と
して、ベビー用品のレンタルや乳幼児預かり事業など、多
角的なニーズに応じた事業を実施されていました。特に公
費の対象にならない方々は、行政だけでは把握することが
難しいため、地域住民の協力によりケース発掘を行ってい
るとのことで、日本に比べて地域との協同による在宅福祉
が進んでいる印象を受けました。
　午後からは、昨年度から管理運営委託を受けた「統営市
障害者総合福祉館」を視察しました。こちらは障害者を対
象とした通所機関であり、訓練室や鞄などを製作する工房

面する課題は多岐にわたりますが、研修で得た成果を生か
し、高齢者福祉に携わる一人として自己研鑽を惜しまずに
精進していきたいと思います。
　最後に、13日間お世話になりました関係者の皆様に厚
く御礼申し上げます。全国に同じ「志」を持つ仲間と巡り
会えたことが自分にとっての大きな財産となりました。ま
た、研修に快く送り出していただいた事業所の皆様にも深
く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

などがありました。この機関では、特に健常者と障害者の
垣根を無くし「幸せを共有する町」をコンセプトに、障害
者との交流の場として、毎月地域住民が主催するコンサー
トの開催、一般地域住民や障害者へ共有ラウンジの開放、
地域住民を対象とした「障害者に対する認識改善プログラ
ム」の実施などを行っていました。
　統営福祉館のジョンビョンドゥ館長の「障害者が福祉館
内で幸せを感じるのではなく、地域社会の中で幸せを感じ
ることが大切だと思う」という言葉が印象深く、韓国と日
本では福祉制度は異なりますが、福祉に対する意識、想い
は同じであり、また見習う部分もあると実感しました。
　今後、サジク福祉館より佐賀への訪問も予定されていま
す。引き続き交流を行い刺激しあうことで、お互いの国で
の社会福祉の増進に寄与できればと考えます。
 （法人事務局　田中　邦典）

コペンハーゲン介護器具センターにて　
筆者前列右より 4番目

サジク総合社会福祉館にて　筆者前列右端
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　障害児（者）の方々へのリハビリや歯科診療の他、地域の方々へ小児科（往診・予防接種を含む）・整形外科・リハビリテー
ション科・児童精神科の診療を開始します。
　そのほか、平成29年度から福祉事業を追加開始する予定です。

糸島こどもとおとなのクリニック

平成29年１月開設

社会福祉法人　佐賀整肢学園

□小児科　□整形外科　□リハビリテーション科　□児童精神科　□歯科
〒819-1301　福岡県糸島市志摩井田原63番１

　この度、佐賀整肢学園の事業の一つとして、福岡県糸島市に「糸島こどもとおとなのク
リニック」を開設する運びとなりました。場所は旧志摩町役場のすぐ傍らで、JR 筑前前
原駅から「芥屋の大門（けやのおおと）」に行く途中にあります。この原稿を執筆時点で、
建物はほぼ完成し、2017年１月4日をもって診療を開始する予定です。
　この施設は外来のみで、入院はありません。この点が佐賀市や唐津市の施設と大いに異
なる点です。小児科（医師1名）と整形外科（医師1名）、リハビリテーション科では、一
般外来と発達障害や肢体不自由をもっておられる方々の理学・作業および言語療法を行い、
児童精神科・歯科も標榜いたします。
　これからいよいよ船出です。これからもさまざまな事柄が待ち受けていることと思いま
すが、職員一同、力を合わせて対処していきたいと思います。今後ともますますのご指導、
ご 撻をお願いいたします。

糸島こどもとおとなのクリニックのご紹介

院長　市丸　智浩
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佐賀整肢学園
糸島こどもとおとなの
クリニック

可也小
糸島市役所
志摩庁舎

イオン志摩

作業療法室１

作業療法室２
男子
休憩室

女子
休憩室 会議室

言語訓
練室１

言語訓
練室３

言語訓
練室５

言語訓
練室２

言語訓
練室４

言語訓
練室６

医局１

医局２

歯科
医師室

非常勤
医師室

歯科診療室

歯科
準備室

授
乳
室

待合室
２

待合室
１

整形
処置室

小児科
処置室診察

室３
診察
室２

診察
室１受付

診察室４
診察室５

待合
室３

リハビリ室
玄関

レントゲン室

役員室
作業療法室３

理学療法室 倉庫職員室２Ｆ

１Ｆ

□建築概要　延べ床面積　1,486.8 ㎡（軽量鉄骨２階建て）　　敷地面積　8,308.51㎡
□造成工事　平成28年７月14日～平成28年９月８日　　□建築工事　平成28年９月８日～平成28年12月15日

■小児科・整形外科
■リハビリ科：小児リハは予約制
■小児神経外来：予約制
■児童精神科：予約制
■歯科：予約制
■特殊外来：車椅子・補装具等の処方・各種診断書
　検診や予防接種については予約制

１階 整形外科リハ室
（送迎ルートを計画中です）

２階 小児リハ室
（理学・作業・言語と別に個別のリハ室を準備します）

○小児神経
てんかん脳症など、小児神経疾患に対する治療や投薬治療を行います。

○児童精神科
発達障害等に関する発達障害外来ならびに不登校外来に対応します。

○小児リハビリ処方外来
○診断書外来
○補装具外来
○障害児歯科（平成29年４月より常勤へ変更予定です）

○小児整形
脳性麻痺、二分脊椎、ダウン症等の疾患に対する治療、各種補装具関係の処方を行います。

○小児リハビリ
リハビリテーション専門医の処方のもと、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士がリハ
ビリ（個別）を実施します。

○一般整形および一般リハビリ
膝や腰等の痛みに対する治療、骨粗しょう症に関する治療、廃用性症候群等介護予防の
ための治療、理学療法士による運動療法、低周波治療器や温熱治療各種牽引装置等によ
る充実した物理療法設備を完備しております。

○一般小児外来
発熱、感染症等一般的な小児科の診察および検診や予防接種を行います。アレルギー専
門外来を設置します。

非常勤医師診察（完全予約制）

常勤医師診察

内
部
イ
メ
ー
ジ
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オークス

オークス

かんざき日の隈寮

からつ医療福祉センター

全国障害者スポーツ大会佐賀県代表選手選考会

夏季体験学習

ヨガ教室

人形劇「ホンザときつね」

５月

７月

６月

５月

こども発達医療センター

　５月22日、全国障害者スポーツ大会佐賀県代表選手選考会にオークスから
２名の利用者の方が参加しました。
　障害のある選手が、大会の開催を通じてスポーツの楽しさを体験し、競技力
の向上を図るとともに、障害者スポーツの振興に寄与することを目的に行われ
ています。
　年に１回の大会ということもあり、少しでも良い成績を残すべく、朝早くか
ら時間を見つけては、職員とともに日々トレーニングをしてきました。当日は
会場の雰囲気や観客の多さに緊張されていましたが、全力で競技に挑まれまし
た。成績についてですが、自己ベスト更新や入賞と利用者の方も納得のいく結
果に笑顔で大会を終えられました。現在はすでに来年の大会に向けて、練習を
再開されています。（森　泰樹）

　第１病棟では、７月26日に佐賀県立宇宙科学館へ夏季体験学習に行ってきました。前日
に事前学習の時間を設け宇宙科学館とはどんな場所なのか、どんなことを学びに行くのか
を勉強しました。宇宙科学館には佐賀県の生き物や自然について学ぶコーナーもあるため、
事前学習の中で佐賀の生き物クイズを行いました。県外から入所されている利用者の方も
多いので難しいようでしたが、楽しく佐賀について学ぶことができました。
　当日は、天気も良く、暑いぐらいでした。宇宙科学館に到着するとグループに分かれて
様々な展示を見て回りました。宇宙科学館では、夏休みの特別企画「世界の虫展」が行わ
れており、たくさんの種類のカブトムシやクワガタを見ることができました。他にも、ゲー
ム感覚で遊べるコーナーがあったり、地震を体験できたりと様々なことができました。ま
た、事前学習で勉強した佐賀県の自然についての展示では、生き物を見て「これわかる！
クイズに出たよ！」と言いながら取り組む方もいました。最後のプラネタリウムでは、初めてプラネタリウムを見る利用者
の方も多く、とてもわくわくされていました。上映が始まると、プラネタリウムに映る星に惹き込まれ、星を見ながらリラッ
クスして楽しむことができました。夏休みに楽しい思い出を作ることができたと思います。（百島　亜希）

　かんざき日の隈寮では、平成22年より外部講師として久保田美保
先生をお招きし、ヨガ教室を開催しています。簡単なヨガの講習を
受け、日常の生活に取り入れることが目的です。
　会場のマットに座り、呼吸を整えてヨガの開始です。先生のかけ
声や動きに合わせて、利用者の皆さんも一生懸命体を動かされてい
ました。ヨガの動き１つ１つはとてもゆっくりですが、音楽の中、
独特のポーズを行っていると体がだんだん温かくなってきて、うっ
すらと汗をかく方もいらっしゃいました。
　一通りの動きを終えた後はヒーリングタイムです。毎回、先生手

作りのアロマオイルを持参してもらい、職員と一緒に参加者全員にマッサージを行っています。マッサージは癒しの効果が
高く、気持ちのよさに途中で眠ってしまう方もいるほどで、会の終了後、「気持ちよかった」、「体の調子が良くなった」、「ま
たやって欲しい」等の感想が聞かれました。以前は毎年１回の開催でしたが、利用者の方に好評のため、平成28年度は３
回の開催を予定をしています。
　これからも健康と癒しのため継続して活動できるように取り組んでいきたいと思います。（田中　貴大）

　５月19日、南棟４階で日産労連NPOセンター「ゆうらいふ21」の福
祉活動の一環として、おはなしキャラバン「つばさ」による人形劇「ホ
ンザときつね」の訪問観劇会が開催されました。
　会場全体を使い音響もきれいで、人形が滑らかに動き、まるで人形が
生きているような迫力のある人形劇でした。利用者の皆さんは、ステー
ジ側に出て音楽に合わせて歌ったり、楽器を持って鳴らしたりして喜ん
でいました。また、玩具のブロックを使って飛行機を作るなど体験型の
人形劇で、会場全体に笑いと笑顔が溢れ、大いに盛り上がりました。注
目して見る方や大音量に驚いた表情の方もいましたが、それぞれの感じ
方で参加され、あっという間の楽しいひとときでした。（原田　彩子）
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事業所 TOPICS
（５月～ 10月）

かんざき清流苑

佐賀向陽園・わいわい

夢かなえ事業

防災活動を通じた地域貢献 ７月

７月

　特別養護老人ホームかんざき清流苑では年に数回、施設で生活されて
いる利用者の方の要望に沿った「夢かなえ事業」を実施しています。
　利用者の方は様々な想いを秘めて日々生活されており、職員の少しの
手助けで、その方の想いをかなえることができれば私達にとって、とて
も嬉しいことです。
　今年は福岡県柳川市にうなぎを食べに行きました。その中で一組の夫
婦の参加がありました。うなぎを食べながら、そして料亭の庭園を散策
しながら「昔を思い出すね」との会話をされていました。夫婦互いに満
面の笑みでお話をされており、それを見ていた職員は目頭が熱くなった
そうです。
　夢かなえ事業はこれからもずっと続いていきます。来年は誰の夢をか
なえようかな～利用者の皆さん楽しみにしていてくださいね。
 （福良　一典）

　佐賀向陽園・わいわいでは、今年度より、地域防災活動の一
翼を担いたいと、職員の有志2名が佐賀市消防団に入団しました。
７月に新入団員訓練や夏季訓練などに参加し、消防団員及び施
設の防災担当職員としての資質を磨いてきました。
　当施設ではこれまで、地域への恩返しとして、地元老人クラ
ブの活動支援である「あつまろう会」を平成27年６月に立ち上
げ、各種専門職の派遣を行い会員との交流を図っています。また、
地元自治会の要請を受け、台風や地震などの災害時に独居高齢
者を受け入れる災害一時避難の場として、空き部屋を活用した
避難者用部屋と送迎体制を整備しました。
　こういった活動により、地域高齢者にも様々な施設行事へ参
加いただくことが増え、当施設がコミュニティの場となり、以
前にも増して地域との交流が深められていることを実感してい
ます。（早川　清十郎）

オークス在宅サポートセンター スイカ割り大会 ８月

　８月、在宅サポートセンターは一段と賑やかになります。放課後等デイの
利用者の皆さんは、待ちに待った夏休みに突入。普段、ゆっくりとお話する
時間が少ない介護保険や生活介護の利用者の方とも関わりを持つ機会が増え
ます。今回、活動を通じてもっと親しくなって欲しいと、スイカ割りを企画
しました。放課後等デイの利用者の皆さんは、朝の会でスイカ割りがあるこ
とを知り、とても喜ばれていました。
　合図が鳴り、いよいよスタートです。目隠しをして、スイカを目がけ進み
ます。「右！」「左！」「まっすぐ‼」「そこーっ‼」と周りからも大きな声が
かっていました。振り下ろした棒がスイカに当たった時には、たくさんの拍
手や声がかかり、非常に盛り上がっていました。その後は会話を楽しみなが
ら、割ったスイカをみんなで美味しくいただきました。
　今後も、年齢や利用されている事業の枠を越えて、利用者の方同士が交流
できる機会を作っていきたいと思います。（寺井　雄二）
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かんざき日の隈寮寮祭 10月

かんざき清流苑

からつ医療福祉センター

グループホーム コスモス見学

久里双水園体育大会

10月

10月

　清流苑グループホームでは、月１回季節を感じていただけるよう苑外活動を
行っています。お昼は外食もしますが、利用者の方と職員で料理を作り弁当箱に
詰めて出かけることがほとんどです。「これはここによかろうか？」「こっちがよー
なかね」等、みんなでワイワイ話しながら10数個の弁当箱に詰め、出来上がる
とみんなで「できたねー」と拍手をし、喜び合います。外出先では、弁当箱を開
けると自然に「わー、美味しかごたー」「きれいかねー」と笑顔になられ、四季
を感じながらみんなで「美味しかねー」と食べます。10月は金立公園でコスモ
スを見て、仁比山公園でお弁当を食べました。これからもみんなでお弁当を食べ、
ゆっくりと過ごす時間を大切にしたいと思います。（御厨　彩子）

　10月15日、体育大会当日は、晴天に恵まれ、絶好の体育大会日和となりました。久里双水園
の食堂も日頃とは様子を一変させ、万国旗をはためかせ、一気に体育大会の雰囲気になりまし
た。大会開始時間が近づくと、赤と白の鉢巻をキュッと締めた総勢55名の選手が会場に集まり、
ご家族の皆さんにも応援席へと集まっていただきました。施設長の開会の挨拶に始まり、２名
の利用者代表の方が選手宣誓を行い、皆さんでの「エイエイオー‼」の元気な掛け声を合図に、
いよいよ競技がスタートしました。
　競技は４種目で、紅白対抗の玉いれ、風船運び、ハロウィンの仮装をしての選抜リレー、職

員のキャタピラー＆飴食いでした。風船運びでは、職員が手を出し過ぎて、施設長判定で「再試合！」となるハプニングもあり、
会場から大きな笑いが沸き起こりました。競技が進むにつれ、選手の皆さん、ご家族の皆さん、職員と会場全体が一体となり、
盛り上がっていきました。最後のキャタピラー＆飴食い競争では、職員が片栗粉一杯の桶の中から飴を探した末、真っ白にお化
粧した顔で会場を一周する姿に、皆さんがお腹を抱えて大笑いをされている姿が印象的でした。
　第15回目の体育大会は、楽しそうな笑顔と大きな笑い声と声援に包まれ大盛り上がりの大会となりました。（村上　亮子）

　10月28日に寮祭を開催しました。寮祭は地域交流を目的とした、かんざ
き日の隈寮３大イベントの１つであり、今年も大勢の地域の方にご参加いた
だきました。
　静浄会・藤間静浄先生の祝舞で華やかに始まり、小桜保育園の園児さん達
の演技では、組み体操とよさこい音頭を元気よく踊っていただき、会場全体
に笑顔があふれました。利用者の方もこの日のために練習したダンス・日舞
を披露しました。中でも利用者の方で構成された日舞クラブは、練習の成果
を毎年寮祭で発表しています。男性利用者はポッキーのCMでおなじみ「シェ
アハピダンス」を、オリジナルの振り付けを入れた日の隈バージョンで格好
良く踊られていました。会場中の皆さんから手拍子をもらい、最後まで気持ちよく踊ることが出来ました。
　その後、利用者の方は園児さん達と一緒に美味しいお弁当を食べ、ご飯の後には出店も行いました。ハロウィンの飾り付
けをした会場では、目をキラキラさせた園児さんが射的やくじに夢中になっていました。「楽しい‼」との嬉しい声も聞こえ、
最後まで大いに盛りあがった寮祭になりました。（小林　恭子）

オークス敬老の日の訪問 ９月 こども発達医療センター
　９月14日、敬老の日の訪問に、かんざき清流苑と佐賀向陽園の２施設
へ、第１病棟の３名の利用者の方が行かれました。事前に、どのような
ことをしたら入所者の皆さんが喜んでくださるか話をし、「歌を歌いた
い！」と言う利用者の方の意見もあり、今回は皆さんと「手をたたきま
しょう」「靴が鳴る」「故郷」の3曲を一緒に歌って、楽しんで頂ければ
ということになりました。
　当日は、多くの入所者の方にお出迎えしていただきました。入所者の
皆さんの手を握らせていただいたり、歌詞を肩たたきましょうに替え、
入所者の皆さんの肩をトントントンとたたかせていただいたりしまし
た。すると、皆さん喜ばれ、「いくつね～」「かわいかね～」と次々に利
用者の方に声をかけられていました。施設の職員より、「入所者の皆さ
んの沢山の笑顔を見ることができ、よい刺激になりました。」と言って
もらい、こちらも皆さんの元気と温かさに触れ、幸せな時間を過ごすこ
とができました。（飯田　千鶴）
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かんざき清流苑
入所課介護福祉士

　　佐賀整肢学園で活躍する様々な人に焦点を当てる
「学園 FOCUS」。
　今回はかんざき清流苑　入所課で介護福祉士として
勤務し、幅広い趣味をお持ちの髙橋龍さんに趣味の一
つであるアイスホッケーについてお話を伺いました。

Q アイスホッケーをされている方って珍しいと思うのですが、アイスホッケーを始めたきっかけはな
んですか？

A 昔、木村拓哉さんが出ていたアイスホッケーのドラマに影響を受けて始めました。最初はキムタクみた
いに格好よく滑れませんでしたが、今ではキムタクに負け
ないぐらい格好よく滑れていると思っています。（笑）

Q 練習はどこでされるのですか？試合もありますか？

A 毎週火曜日と土曜日の20時から福岡県久留米市のアイススケート場で練習をしています。室内のアイス
スケート場なので、夏でも楽しめます。毎年冬に九州大会
が開かれますので、その大会での優勝を目指して毎週練習
をしています。

Q アイスホッケーの魅力は何でしょうか？
A 氷の上での動きはとても速く、走っているだけでも爽快感があります。また氷上の格闘技と呼ばれる様
に身体のぶつかりあいもあります。最初は怖かったのです
が、今ではぶつかる事で更に白熱するようになりました。
アイススケートはとても激しいスポーツなので、練習の後
はくたくたになりますが、試合で練習の成果を出せた時や
チームメイトと連携が図れた時、ドリブルで敵を抜き去っ
た時、シュートを打って得点を決めた時の快感は何ともい
えない達成感があります。他にも多くの人と繋がりを持つ
事ができて、良かったと思っています。アイスホッケーは
あまりメジャーなスポーツではないので、練習試合や大会
で顔を合わせるのは見知った顔ばかりです。試合では敵同

士ですが、試合の前後では仲良く話をしてチームの状況を
報告しあったりしています。アイスホッケーの魅力は語り
きれないくらい沢山ありますので、是非とも体験してみる
のが一番だと思います！

Q アイスホッケーをやっていて良かった事はありますか？

A 体力と筋肉がつきましたね。元々スポーツをやっていなかったので、体力も筋肉も全然ありませんでし
た。１年程して気がつくと体力がついているのを実感し、
筋肉は見れば分かる程ついていました。仕事でも疲れにく
くなってきましたよ。あと、ダイエットにもおすすめですね。

Q その体力と筋肉を大いに活用し仕事にも精を出されていますね。では、最後に一言お願いします。

A 興味のある方は是非声をかけて下さい。一緒にアイスホッケーを楽しみましょう！

NEXT…法人事務局のあの人に FOCUS !!
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居宅介護支援センター
わいわい
ホームヘルプ係　副主任

NEXT…かんざき日の隈寮のあの人にバトンタッチ !!

内
うち

村
むら

　美
み

沙
さ

子
こ

今号は５～10月の合併号となっています。そのため、海外研修報告や新施設紹介、事業所
TOPICS２回分となっております。ご好評の特集、「さが彩発見」はお休みです。次号をお楽しみ
にしてください。ところで、早いもので季節はもう冬ですね。平成２８年の１月には大雪が降りま
した。出勤が大変だった思い出があります。備えあれば、憂いなし、皆様も入念なご準備を !

　皆さん「岩屋うどん」をご存じでしょうか？
　脊振町にある創業30年の田舎のうどん屋です。
　実は私の嫁ぎ先なのです。今でこそ美味しいと県内外からの
お客様が多く名が通るお店ですが、これまでの道のりには昼夜
問わずの努力があり、今でも継続し続けていると義父母より聞
いています。
　義父はお客様の目となり、店内外の景観作りを全て温かみの
ある手作りにこだわっており、義母はお客様の口となり、何度
も四国へ足を運び麺作りの勉強や独自のダシにこだわりを持ち
続けています。
　また、お客様の不評な意見こそがありがたいと受け止め、30
年経った今でも、その気持ちに変わりはなく、お客様の立場で
努力し続けているそうです。米やしいたけも自家産ですよ！
　私も、現在サービス提供責任者として日々奮闘し大変なこと
もありますが、努力する事が、質の向上やお客様の笑顔に繋が
ると思います。継続は力なりということわざがある様に、一つ
一つコツコツと何事にも取り組んでいきたいです。
　岩屋うどんに是非足を運んでくださいね！

　最近の新聞やテレビで、毎日のように報道されているのが、
高齢者によって引き起こされる交通事故に関するニュースであ
り、交通安全について考えさせられることが多い。
　佐賀県は不名誉ながら、人口10万人あたりの人身事故発生
件数、交通事故死者数、交通事故負傷者数が全国ワースト１
位で、加えて県外での人身事故原因者数も全国ワースト２位と
なっている。例えば、人口10万人当たりの発生件数は1,025件で、
全国平均の423件の２倍以上であり、このような全国ワーストが
平成27年まで4年連続の状態なのである。
　確かに、佐賀県は一戸当たりの軽乗用車の保有台数が他県
に比べて多いといわれているが、普段、車を運転していて感じ
るのがドライバーの運転マナーの悪さである。交差点では、黄
色信号どころか赤信号になっても平気で侵入して来るし、横断
歩道で歩行者が立っていても、まず停車しない。また、夕方に
なってもライトを点灯しない車が多く見られる。特に、車のライ
トはハイビーム使用が原則となっていることについて、あまり周
知されていないようだ。ハイビームの正式名称は「走行用前照灯」
で照射距離100ⅿ、ロービームは「すれ違い用前照灯」照射距
離は約40ｍと、ハイビームの２分の１以下の照射距離なのであ
る。だから、対向車がいないときはハイビームにして、対向車
がいるときや前方車があるときはロービームに切り替えること
が必要なのだ。このように、道路交通法などでは、夜間はハ
イビーム使用を規定し、他の車とすれ違う場合や後ろを走る際
は、ロービームに切り替えることが求められていて、違反する
と罰金が科されることはあまり知られていない。また、一般道
のシートベルト着用が、後部座席も義務付けられていることも
余り知られていないようだ。これからは、自分自身はもとより、
家人をはじめ周囲にも「ハイビーム使用原則」や「後部座席シー
トベルト着用」について機会を捉えて周知を図って行きたい。

Relay  Column リレー局 長 随 想
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【こども】親和会様　整肢学園友の会様　なでしこの会様　ＳＶＣ様　佐賀清和高校様　神埼清明高校様　緑生館様　北九州市立大学様　佐賀女子短期大学様　父母の会様　松尾圭子様（利用者支援）
　九州栄養福祉大学様　牛津高校様　麻生リハビリテーション大学校様　九州龍谷短期大学様　ふれあいサロンめばえ会様　和太鼓「葉隠」様　PROPS dance studio 様　PROJECT-K 様

【オークス】佐賀女子短期大学様　若宮原長生会様　若宮原自治会様　若宮原婦人会様　西九州大学様　神埼清明高校様　北陵高校様　金立幼稚園様
【清流苑】踊り座様　ビハーラ神埼様　音楽愛好会様　安倉貞子様（パンフラワークラブ）　山﨑節子様（藤間流日舞）　古賀ピアノ教室様　三味線金曜会様　

八千代会様　オカリナ結様　竹の会様　鶴乃会様　眞島様（音楽ボランティア）　聖山会様　神埼清明高校国際ボランティア部様　市来様（三味線演奏）
【からつ】折尾幸子様（パン教室）　川打恒子様（書道教室）　加藤万里子様（民謡教室）　田村静二様（絵画教室）　無津呂正様（陶芸教室）　辰野真由美様（手芸教室）
【日の隈】山﨑節子様（日舞クラブ）　三好富美子様（生花クラブ）　久保田美保様（ヨガ教室）　西九州大学ボランティア様　静浄会様　ＤＭＣダンススクール様　葉隠太鼓様　小桜保育園様
【向・わ】佐賀少年刑務所様　金立町社協様　巨勢組仏教婦人会様　金立幼稚園様　ニコニコ一座様　佐賀みやきひょっとこ会様　

視聴覚協会様　MLC様　三味線金曜会様　金立小学校様
【こども】うれしの特別支援学校 6 名様　佐賀大学 3名様　西九州大学16 名様　若楠療育園 6 名様　中原特別支援学校11名様　小郡特別支援学校1名様　

長崎リハビリテーション学院 4 名様　株式会社リブワン4 名様　九州保健福祉大学1名様　エーザイ株式会社 8 名様　別府発達医療センター 9名様
【オークス】ケアホーム陽なたぼっこ５名様　大和特別支援学校２名様　金立特別支援学校４名様
【清流苑】西九州大学20名様　吉野ヶ里老人クラブ女性部ゆうあいクラブ40名様
【からつ】唐津特別支援学校146名様　伊万里特別支援学校60名様　今津特別支援学校６名様　鬼塚小学校５名様　鏡山小学校16名様　大川内小学校１名様　浜崎小学校１名様　打上小学校１名様　鷹島小学校４名様　唐津看護専門学校８名様　西唐津小学

校1名様　黒川小学校1名様　長崎県立ろう学校（佐世保分校）2名様　糸島市南風校区社会福祉協議会30名様　柳川リハビリテーション学院1名様　古代の森鏡会15名様　柳川市民生児童委員協議会13名様　志摩男女共同参画ネットワーク20名様
【日の隈】西九州大学社会福祉学科20 名様　慈照園５名様
【向・わ】佐賀県健康福祉様長寿社会課４名様　吉野ヶ里包括１名様　佐賀県生活自立支援センター２名様　神埼市自立支援センター３名様

唐津市定着支援センター３名様　百武整形外科３名様　佐賀県定着支援センター１名様　肥前精神医療センター１名様

【こども】佐賀女子高校13 名　緑生館 30 名　えんでん内科1名　佐賀県理学療法士会2名　大分リハビリテーション専門学校1名　福岡国際医療福祉学院1名　神埼清明高校 4 名　東京
医薬専門学校1名　白石高校 2名　松梅中学校1名　芙蓉中学校1名　久留米大学1名　熊本総合医療リハビリテーション学院1名　西九州大学短期大学部生活福祉学科2名

【オークス】西九州大学２名　佐賀大学１名　明星大学１名　西九州大学短期大学部１名　神埼清明高校３名　佐賀女子短期大学１名　
金泉中学校職場体験３名　金立特別支援学校就業体験５名

【清流苑】佐賀女子高校19名　神埼清明高校9名　北陵高校1名　西九州大学5名　緑生館2名　神埼中学校職場体験学習4名
【からつ】神戸学院大学作業療法学科１名　佐賀県立唐津特別支援学校２名　西九州大学リハビリテーション学科２名、子ども学科１名　西九州大学短期大学部保育福祉専攻学生１名　伊万里看護学校33名　

唐津看護専門学校44名　メディカル・カレッジ青照館言語聴覚療法学科１名　福岡国際医療福祉学院理学療法学科１名　九州龍谷短期大学保育学科2名　西九州大学短期大学部生活福祉学科2名
【日の隈】西九州大学社会福祉学科3名　西九州大学短期大学部 2名　神埼中学校 5名
【向・わ】城北中学校職場体験２名　金泉中学校職場体験３名　介護労働安定センター２名　西九州大学健康栄養学科１名　神埼清明高校１名

平成 28 年５月～平成 28 年 10 月

どころ
見

「セイフティドライブ」
の奨め コラム


